
市の花「バラ」

市公認キャラクター
「ブタッコリ～」

「
表
　
決
」

表
決
と
は
、
議
会
の
意

思
決
定
に
議
員
が
参
加
す

る
た
め
の
手
段
で
、賛
成
、

反
対
の
意
思
表
示
を
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
議
長
が

表
決
を
と
る
こ
と
を
「
採

決
」
と
い
い
、
表
決
の
結

果
得
ら
れ
た
議
会
の
意
思

決
定
（
例
え
ば
可
決
、
否

決
、
同
意
な
ど
）
を
「
議

決
」
と
い
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
表
決
は
、
議
会

の
審
議
過
程
に
お
け
る
最

終
手
続
に
な
り
ま
す
。

表
決
の
方
法
に
は
、
大

別
す
る
と
議
長
が
議
題
に

関
し
て
賛
成
す
る
者
を
起

立
さ
せ
、
そ
の
多
少
を
認

定
し
て
行
う
「
起
立
表

決
」
と
起
立
者
の
多
少
を

認
定
し
が
た
い
場
合
に
行

う「
投
票
に
よ
る
表
決
」、

議
長
が
異
議
の
有
無
を
諮

る
「
簡
易
表
決
」
の
３
つ

が
あ
り
ま
す
。
本
市
議
会

に
お
い
て
は
、
通
常
「
起

立
表
決
」と「
簡
易
表
決
」

が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。 議

会
用
語
の

　
　
ミ
ニ
知
識

日
本
共
産
党
　
松
本
　
春
男

自
宅
療
養
者
へ
の
生
活
支
援
の

た
め
県
と
覚
書
を
締
結
し
て
は

創
政
会
　
　
　
武
藤
　
俊
宏

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
な

ど
火
災
予
防
対
策
の
推
進
を

あ
や
せ
未
来
会
議
　
佐
竹
　
百
里

実
子
誘
拐
と
言
わ
れ
る
子
ど
も

の
連
れ
去
り
へ
の
認
識
は

公
明
党
　
　
　
三
谷
　
小
鶴

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
予

約
な
ど
の
体
制
を
拡
充
し
て
は

●
火
災
予
防
の
対
策
と
意
識
の
向

上
に
つ
い
て

Ｑ　

住
宅
用
消
火
器
は
、
取
り

扱
い
が
容
易
で
初
期
消
火
に
有
効

な
手
段
だ
が
、実
際
の
消
火
時
は
、

慌
て
て
し
ま
い
適
正
な
操
作
が
難

し
い
と
聞
く
。
使
用
方
法
を
確
認

で
き
る
仮
想
現
実（
Ｖ
Ｒ
）動
画
な

ど
を
活
用
し
て
い
く
考
え
は
。

Ａ　

臨
場
感
が
あ
り
、
使
用
方

法
の
確
認
や
訓
練
指
導
ツ
ー
ル
と

し
て
も
効
果
が
あ
る
と
考
え
、
導

入
に
向
け
、
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

設
置
義
務
化
か
ら
10
年
が
経
過
し

た
が
、
交
換
や
点
検
状
況
は
。

Ａ　

交
換
目
安
は
10
年
で
、
点

検
し
た
警
報
器
の
５
％
に
異
常
が

発
見
さ
れ
て
お
り
、
定
期
的
な
点

検
が
大
切
と
な
っ
て
い
る
。

●
市
職
員
の
人
材
育
成
戦
略
の
取

組
と
課
題
に
つ
い
て

Ｑ　

業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
在

宅
勤
務
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

が
導
入
さ
れ
た
。
実
施
に
は
各
課

の
総
業
務
量
を
把
握
し
、
職
員
を

適
正
に
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
取
り
組
み
状
況
は
。

Ａ　

平
成
24
年
度
か
ら
30
年
度

ま
で
各
課
の
総
業
務
量
や
業
務
時

間
の
洗
い
出
し
を
行
っ
た
。
現
在

は
、
業
務
量
の
増
減
な
ど
を
所
属

長
か
ら
聞
き
取
り
、
職
員
の
適
正

な
配
置
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ　

職
員
確
保
の
た
め
、
退
職

者
の
知
識
や
経
験
を
活
用
す
る
復

職
制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
。

Ａ　

今
後
必
要
に
な
る
制
度
と

認
識
し
て
お
り
、
来
年
度
の
導
入

に
向
け
、
調
査
を
始
め
て
い
る
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

つ
い
て

Ｑ　

県
内
の
一
部
自
治
体
が
県

と
覚
書
を
締
結
し
、
連
携
し
て
自

宅
療
養
者
へ
の
生
活
支
援
を
行
っ

て
い
る
が
、
本
市
も
協
定
を
結
び

支
援
し
な
い
か
。

Ａ　

現
在
の
枠
組
み
で
も
県
の

指
示
な
ど
に
よ
り
支
援
協
力
は
可

能
で
あ
り
、
覚
書
の
締
結
は
必
要

な
い
と
考
え
て
い
る
。
協
力
要
請

が
あ
っ
た
場
合
は
、
関
係
部
局
と

連
携
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

●
土
地
利
用
規
制
法
案
に
反
対
し

な
い
か

Ｑ　

本
法
案
は
、
基
地
周
辺
の

土
地
所
有
者
な
ど
の
個
人
情
報
を

こ
れ
ま
で
違
法
と
さ
れ
て
い
た
方

法
で
も
収
集
で
き
る
な
ど
、
戦
前

の「
要
塞
地
帯
法
」的
な
も
の
で
あ

る
。
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
が
、
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ　

国
会
の
答
弁
で
は
、
目
的

外
の
情
報
収
集
は
な
い
と
さ
れ
て

お
り
、
今
後
制
定
さ
れ
る
政
令
な

ど
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

●
吉
岡
の
大
量
土
砂
持
込
み
に
つ

い
てＱ　

平
成
27
年
に
資
材
置
場
へ

の
転
用
を
許
可
さ
れ
た
土
地
に
、

違
法
に
大
量
の
土
砂
が
持
ち
込
ま

れ
て
い
る
。
実
態
把
握
と
持
ち
込

み
停
止
を
求
め
る
が
い
か
が
か
。

Ａ　

対
象
の
土
地
は
８
筆
あ
る

が
、
３
筆
は
申
請
に
よ
り
、
転
用

を
許
可
さ
れ
た
が
、
そ
の
他
５
筆

は
申
請
さ
れ
て
い
な
い
。
土
砂
の

持
ち
込
み
は
確
認
し
て
お
り
、
違

反
行
為
を
是
正
す
る
よ
う
28
年
度

か
ら
継
続
し
て
指
導
し
て
い
る
。

●
「
実
子
誘
拐
」
と
言
わ
れ
る
子

ど
も
の
連
れ
去
り
と
行
政
の
支
援

に
つ
い
て

Ｑ　

片
方
の
親
が
、
一
方
的
に

子
ど
も
と
家
を
出
て
い
く
、
子
ど

も
の
連
れ
去
り
へ
の
認
識
は
。

Ａ　

子
ど
も
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は

大
き
く
、
人
権
に
関
わ
る
問
題
と

考
え
る
。健
全
な
成
長
の
た
め
、相

談
時
な
ど
に
情
報
提
供
し
た
い
。

Ｑ　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害

者
が
支
援
を
求
め
る
、
支
援
措
置

申
出
書
の
加
害
者
欄
に
虚
偽
記
載

が
さ
れ
た
場
合
の
対
応
は
。

Ａ　

申
出
者
の
保
護
を
優
先
す

る
中
で
、
関
係
機
関
と
連
絡
調
整

を
密
に
し
て
対
応
し
た
い
。

Ｑ　

子
ど
も
を
中
心
に
考
え
、

本
市
で
も
親
子
の
面
会
交
流
へ
の

支
援
を
検
討
し
て
い
か
な
い
か
。

Ａ　

両
親
が
離
婚
し
て
も
、
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き

る
よ
う
、
相
談
体
制
の
充
実
な
ど

の
検
討
を
始
め
て
い
る
。

●
労
働
者
協
同
組
合
法
成
立
に
よ

る
自
治
体
で
の
取
組
の
可
能
性
に

つ
い
て

Ｑ　

地
域
の
課
題
解
決
の
た
め

に
市
民
が
サ
ー
ビ
ス
を
立
案
し
、

組
合
の
設
立
が
可
能
と
な
る
が
、

制
度
を
ど
う
理
解
し
て
い
る
か
。

Ａ　

組
合
は
地
域
の
要
求
に
応

え
る
、
新
た
な
担
い
手
に
な
る
と

認
識
し
て
い
る
。
地
域
活
動
が
活

性
化
し
て
い
く
と
期
待
す
る
。

Ｑ　

法
律
の
導
入
に
伴
い
、
市

民
向
け
に
研
修
を
行
わ
な
い
か
。

Ａ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
あ
や

せ
の
事
業
を
通
じ
た
周
知
と
併

せ
、
研
修
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て

Ｑ　

市
民
か
ら
予
約
の
電
話
が

つ
な
が
ら
な
い
と
の
話
を
聞
い

た
。
今
後
、
対
象
が
64
歳
以
下
と

な
る
が
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
拡

充
を
考
え
て
は
。
ま
た
、
現
役
世

代
や
学
生
が
対
象
の
た
め
、
土
日

の
接
種
も
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　

電
話
は
、
10
回
線
か
ら
50

回
線
に
拡
大
し
、
問
合
せ
に
対
応

し
た
い
。
ま
た
、
土
日
も
含
め
た

接
種
体
制
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ　

65
歳
以
上
を
含
め
、
集
団

接
種
会
場
へ
の
移
動
が
困
難
な
方

に
、タ
ク
シ
ー
代
を
補
助
し
て
は
。

Ａ　

障
が
い
者
に
は
、
乗
車
時

に
手
帳
を
提
示
し
て
も
ら
う
こ
と

で
無
料
と
し
、
障
が
い
者
以
外
に

は
、
乗
車
賃
の
一
部
負
担
で
利
用

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
女
性
の
負

担
軽
減
に
つ
い
て

Ｑ　

国
内
団
体
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
者

が
増
え
、
若
者
の
５
人
に
１
人
が

生
理
用
品
の
購
入
に
苦
労
し
て
い

る
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
で
対

応
し
て
い
る
な
ど
の
結
果
が
出
て

い
る
。
窓
口
で
生
理
用
品
を
無
償

配
布
し
て
い
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
が
、
本
市
も
検
討
し
て
は
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
女
子
ト
イ

レ
な
ど
に
も
配
置
し
な
い
か
。

Ａ　

女
性
か
ら
の
相
談
を
受
け

る
機
会
が
多
い
窓
口
で
、
配
布
を

検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
学
校

で
は
、
ト
イ
レ
の
衛
生
環
境
に
合

わ
せ
、中
学
校
か
ら
順
次
、保
健
室

以
外
へ
の
配
置
を
進
め
て
い
る
。

５ 月１５日、新型コロナウイルス感染防止対策を講じて、ローズフェスタが開催され、バラ
育成講座が行われました＜城山公園にて＞

令和 3年（2021年） 8 月 第192号あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り （ 4）


